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１．本体のシャットダウン  １．本体のトップカバーを開けます。   カバーの 2箇所のネジを時計回りにマイナスドライバーで回すと、ロックが外れます。   奥のネジから回します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．本体インターロックを押し込みます。   ロータリーポンプ以外の電源が OFFになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  引っ張った状態（ON)              押し込んだ状態（OFF)  
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３．本体のメインスイッチを OFFにします。   ロータリーポンプが停止します。   この状態で 15分ほど放置すると、QSTAR内部が   窒素で置換されて大気圧になります。 
 

 

 

 

 

 ４．窒素発生装置を使用している場合は、窒素発生装置の電源を OFFにします。 
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２．本体のスタートアップ １．窒素発生装置の電源を ONにします。 
 ２．本体のメインスイッチを ONにします。   ロータリーポンプが起動します。   この状態で 15分ほど放置します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．本体インターロックを引っ張ります。   ターボポンプの電源が ONになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5 

 

 ４．本体前面の扉を開けて真空度を確認します。   インターロックを ONにして、５分ほどすると   10-4Torrのオーダーになります。   真空度が 1×10-6Torr以下になれば測定可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．測定可能になると、本体のシリンジポンプの上の緑色の LEDが点滅から点灯になります。 
   LED点滅：再起動中   LED点灯：測定可能 


